
　               

　①火曜・木曜にオンラインクラスを設定致します。これに 

　　伴い、火・木の対面授業の終了時刻を【20:40】に繰上 

　　とさせて頂きます。 

　②1日の最長ご利用時間を【150分】とし、以降30分超過毎 

　　1,000円の延長料金を申受け致します。 

　③※【150分料金】の設定を行います。 

　④※通い放題プランを【募集停止】致します。 

　※上記③・④はご新規様より適用致します。 

　※こちらも詳細は公式ホームページにございますので、 

　お手数ですがご一読のほど宜しくお願い致します。

　当教室もおかげさまであと 

３ヶ月で７年目を迎えることと 

なりますが、緊急事態宣言発出 

等の厳しい環境においても、 

質の高いサービスを継続すべく 

今般、料金・クラス設定の見直 

しを行いました。業績の改善は急務でありますが、現在ご利用 

頂いている皆様への影響は最小限となるよう努力致しますので 

なにとぞご理解・ご協力のほど宜しくお願い致します。

教室営業の 
変更点

　「見られる立場」

共生舎 
教室だより

難化も２名自己ベスト達成

　長引くコロナ禍においても、 

当教室の独自性・即興性のある 

柔軟な学びをお楽しみ頂ける 

よう、オンラインクラスの設定 

を９月２日より開始しました。 

　当面の間は、モニター募集の 

期間としており、募集期間内は 

無料でご参加頂けるほか、入会費用免除の特典もございます。 

　参加ご希望の方は、下記の要領をお読み頂き、お申込み頂き 

ますようお願い申し上げます。

新北海道 
スタイル

当教室も実践して 
おります。宜しく 
お願い致します。

目先のテストだけではなく、長い目線で学びの土台を。一緒に学ぶ仲間を募集しています！

編集後記

　先般、学力テストが全学年 

で実施され、その結果を確認 

させて頂きました。 

　今年から学習指導要領が変 

わり、次第に学力テストも、 

難易度が上がってきています。 

今回の学力テストは平均点が下がっている中で、力をつけてい

ることがわかる内容であったと思います。 

　というのは、「点数に見えない伸びる要素」もあるのです。 

たとえば、解き直しの時の悔しい表情、その悔しさをバネにし

て改めて学ぶ姿。今まで断片的だった記憶や知識が、つながり 

始めること。試験後の塾生さんの様子を見ていると、こうした 

「見えない伸びる要素」が、全員からとてもはっきりと見えて 

くるようになってきました。 

　さらに、しばらく学力テストは振るわなかった、という２名 

の塾生さんも、今回学力テストの自己ベストを達成しています

が、それでもなお慢心せず努力を、という姿勢が見てとれてい 

ます。 

　３年生はここから、入試を占う総合A・B・C学力テストと、 

入試模擬の学力テストが待ち構えています。あらゆる問題や考 

え方に慣れておきましょう。

　即興性の高い授業をどこでも

　料金・クラス設定見直し
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８月学力テスト

　★開催要領
　　・開催日時　毎週火曜・木曜　20:45～22:00 

　　　　　　　※途中、休憩・再接続あります。 

　　・対象学年　不問ですが、小学生高学年以上を推奨します 

　　・授業内容　参加者さんの希望によります。 

　　・費　　用　3,200円→当面モニター募集のため無料 

　　・ツール　　Zoomを利用（要インストール） 

　　＊ご利用手順 

　　　①なるべく参加希望の２日前までにご連絡下さい。 

　　　　その際、希望科目や要望等があればお知らせ下さい。 

　　　②折り返し、ルームIDとパスワードをお知らせ致します。 

　　　　モニター期間終了後は、代金決済方法もお知らせ致します 

　　　　ので、授業開始当日まで代金決済願います。 

　　　③当日は５分前を目処に入室願います。 

　　　※その他詳細はホームページもご覧下さい。

見直し概要

オンラインクラス 
モニター募集開始

　2017年から始めた、市内某 

小売店での副業も、５年目に入 

りました。少し前に叫ばれ始め 

ていた「働き方改革」ですが、 

副業をするという意味では、 

ある意味時流に乗っていたの 

かもしれませんね。 

　それはさておき、私には他にもいくつか副業の顔があります。 

副業を始めた理由は、確かに経営基盤の弱さを補う意味合いもあ

りますが、それ以上に「見える世界を狭めない」「知らないこと

も積極的に学ぶ」ということを自ら体現し、教室を利用してくだ

さる皆様にも、何か感じて頂ければ、という思いもあります。 

　知らないことを積極的に学ぶには、謙虚な気持ちが必要です。 

自分流で進めていたことが、その道の先人の姿を見て、さらに効

率が良くなるということもあります。とはいっても、教える側の

一人としての考えは、「教える」ということは「見られる」存在

であることも意識しなければならない、ということです。 

　特に、「教える」が「優劣をつける」になってしまってはいけ

ない、ということは、毎日強く実感しているところです。言い換

えると、「知っている」「経験がある」ということで、マウント

をとってはいけない、ということです。 

　私個人としては、良いところもダメなところも、人間らしさと

して（害のないようにして）見せるのも、先人としての役目では

ないかと考えています。


